
 

 

 

小国町立病院外来診療体制  

 
 

 
令和 4 年 3 月 1 日現在  

診療科 
午前 
午後 

受付 診察 診察室 月 火 水 木 金 

内   科 

午前 8:00-11:30 9:00-12:00 

一診 

山形大 

川原(光)7 日 

高橋(諒)14 日 

長野(裕)28 日  

伊藤院長 伊藤院長 伊藤院長 伊藤院長 

二診 山川(洋) 
山形大 

奥本(和)  

山川(洋) 

(検査後) 

公立置賜総合 

荒木(有)3・17・31 日 

髙橋(潤) 10・24 日 

山形大 

土田(秀)  

午後 14:00-15:00 14:30-15:30 一診 
山形大 

角田(道) 

山形大 

奥本(和) 

山形大 

後藤(裕)2 日 

鈴木(裕)9 日 

野上(健)16 日 

角田(道)23 日 

小山(創)30 日 

公立置賜総合 

荒木(有)3・17・31 日 

髙橋(潤) 10・24 日 

山形大 

土田(秀) 

小 児 科 

午前 8:00-11:30 9:00-12:00 

 
山形大 

石川(明)7 日 

橋本(多)14 日 

高橋(辰)28 日 

山形大 

安孫子(優)1・8 日 

三條（右) 

15・22・29 日  

山形大 

藤井(隆)2・16 日 

鈴木（康) 

9・23・30 日  

山形大 

山口（翔)3・10・31 日 

目黒（亨)17・24 日 

  

山形大 

橋本(多)4・18 日 

中村(和)11・25 日 

  午後 13:30-14:30 
13:30-15:00 

(14:30 まで待合室に

お越しください) 

整形外科 午前 8:00-11:30 9:00-12:00   
公立置賜総合 

渋谷(眞)1・15・29 日 
松木(宏)8・22 日 

 

公立置賜総合 

岩﨑(聖)3・17 日 

大樂(勝)10・24 日 

3/31 は休診 

 

眼   科 午前 8:00-11:30 10:00-13:00   山形大 

冨樫(敬) 
   

耳鼻 

いんこう科 
午後 12:30-16:00 

13:30-16:30 
(16:00 まで待合室に

お越しください) 

 
山形大 

天野(真)7 日 

川合(唯)14・28 日 

 山形大 

後藤(崇)  
 山形大 

千葉(真) 

外科、産婦人科は休診中です。 
 

診療科 
午前 
午後 

受付 診察 月 火 水 木 金 土 
日 

祝 

歯  科 
(予約制） 

☎62-2513 

午前 10:00-12:30 10:00-13:00 

休 
診 

飯田 俊也 
 

新潟大 

竹内(涼) 

 

  

飯田 俊也 
 

新潟大 

長谷部(大) 

片桐(渉) 

※交代制 

飯田 俊也 
 

新潟大 

新美(奏) 

須田(大) 

※交代制 

飯田 俊也 
 

 

 

 

  

飯田 俊也 
 

 

 

 

  

休 
診 

午後 14:00-17:30 14:00-18:00 

予防歯科や口腔外科の先生もおりますので、お口の中のこと全般的にご相談ください。 

※外来診療体制は変更になる場合がありますので、電話で問い合わせてください。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

私たちは 地域の方々とともに歩み 医療を通して 安心のある地域づくりに貢献します 

 

歯科直通 0238(62)2513 
 

☎.0238(61)1111   FAX.0238(61)1115 

 

〒999-1356西置賜郡小国町大字あけぼの一丁目 1番地
 
 

http://www.ogunibyoin.jp/ 

 
 小国町立病院  検索 

 

小国町立病院 
 

小 児 科 

3 月 4 日(金) 午後休診(町の乳幼児健診) 
※乳幼児健診は変更の可能性があります。 
 

３月 1・8・22・29 日 午後休診(新型ｺﾛﾅﾜｸﾁﾝ接種) 

整形外科 岩﨑医師 ３月３１日(木) 休診 

歯 科 
３月１９日(土) 振替休診 

新型コロナウイルス感染症の影響により、歯科医師が

変更になる場合があります。 

 

 

診療日変更等のお知らせ 
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介護員募集中 

会計年度任用 

介護老人保健施設温身の郷 

☎61- 1200 QR  

令和４年４月からの外来診療について 

山川医師からメッセ―ジ 医局 

から 

山川 洋平 医師 

令
和
二
年
四
月
か
ら
勤
務
し
て 
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 ４月から整形外科外来の診療日が月曜日と木曜日に変更になります。 

（火曜日の診療はありません。） 

整形外科 

3 月末まで  4 月から 

火曜日 

公立置賜総合病院 

→ 月曜日 
公立置賜総合病院 

三上
み か み

 諒樹
ま さ き

 医師 
渋谷 眞大 医師 

松木 宏史 医師 

隔週 

交代 

木曜日 

公立置賜総合病院 

→ 木曜日 
公立置賜総合病院 

山川
やまかわ

 淳一
じゅんいち

 医師 
岩﨑  聖 医師 

大樂 勝之 医師 

隔週 

交代 

 ※その他の診療科についても、医師の異動等に伴い診療体制が４月から変更になる見込みです。 

（令和４年３月１日現在、４月１日からの体制については未定。）４月１日発行ほっと通信や

当院ウエブサイトをご覧いただくか、３月末頃にお電話でお問い合わせください。 

 発熱等のかぜ症状のある場合は、来院前に電話連絡をお願いいたします。 

 

 

 
入院セット(タオル、病衣、紙オムツ等)の 

レンタルを導入します。 

 ※詳細は4月号で 

３月１５日～ 

三
月
末
で
異
動
に
な
り
ま
す 

い
た
常
勤
医
の
山
川
洋
平
医
師
は 
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コロナに負けるな！がんばる 報告会

から 

私たちの取り組みをご紹介します 

 

 

 

昨年度は、病院では職種の隔てなく全員が一丸となって新型コ

ロナウイルス感染症対策に追われた一年間でした。 

桜井 洋子 
外来看護師長 

(医療安全管理者) 

小国町民を支えた多職種連携 

係を決めて来院する

全ての人の体温測定

から始めた。 

流行初期の頃は中止した内視

鏡検査も、現在は感染対策を

見直し実施可能に。 

～新型コロナウイルスから町民を守るための取り組み～ 

１２歳以上小国町民のワクチン２回接種率…９２％を達成 

当院は小国町で唯一の公的医療機関であり、行政と協力し

て町民の新型コロナワクチン接種を実施しました。 

行政との調整役は事務職員が行い、行政と何度も会議を行

いました。ワクチンの保管や払い出しは薬局が行い、準備から

接種、接種後の体調観察までは看護部長、病棟看護師、訪問

看護師、薬剤師の協力も得て連日対応しました。接種会場や

観察場所への誘導は、総務係や地域健康係、看護補助者、

感染管理者などの多職種の協力のもと、行政と連携しながら

実施しました。また、12～15 歳の小児のワクチン接種対応も、

小児科で個別接種対応として行いました。 

新型コロナウイルスワクチン接種 

私たち外来看護師も午前と午後の通常診療を平行して行い、

午前の外来が終わらない日は、ワクチンの準備が間に合わない

のではと思うほど忙しく緊張の連続でした。 

ワクチン準備に関しては、ワクチンの保管ミスや準備ミス、接種

ミスの報道も聞きながら手順書を作成し、その手順通りに行い一

度もミスなく終了したことは、みんなの頑張りと集中力の賜物とい

えます。 

接種後の体調観察 

を行う看護師 

アナフィラキシーショック時の対応も 

外来診療とワクチン詰め作業を平

行して行う日も 

町内で新型コロナウイルス感染者が発生 

令和 3年 4月に町内で初めて新型コロナウイルス陽性者の発生があり、8月には複数の感染者

が発生しました。外来は保健所から要請を受けた濃厚接触者の PCR検査補助や陽性患者の診察

介助、保健所への報告などにたずさわることになりました。 

年が明けるとオミクロン株の感染が急速に広がり始め、町内で複数の新型コロナウイルス陽性

者が発生するとともに、発熱患者も増えました。現在も体温 37.5℃以上の発熱やその他かぜ症状

患者さんへの聞き取りや、個人防護具の装着を継続しながら発熱外来の対応をしています。 

新型コロナワクチン接種が終われば 

新型コロナウイルスワクチン接種の 2 回目が終わると、休む間もなくインフルエンザワクチン接

種が始まりました。1月から再び職員への 3回目の新型コロナウイルスワクチン接種が始まり、現

在は町民への 3回目の接種を行っています。 

発表の最後に 

今年度は、行政との連携、保健所との連携、院内での多職種との連携と『連携』で町民を支

えたといえる 1 年間だったと思います。患者数が増えてきましたが、引き続き感染を広げること

のないように発熱外来対応も継続していきます。今後、抗体カクテル療法も検討していきます。

私達外来では『何かあった時は、臨機応変に動く！ 』の言葉を胸に 2年間乗り切ってきました。

今後も意識を高く保ちながら、町民を新型コロナウイルス感染症から守るために取り組んでいき

ます。 

 

気密性の高い専用のマス

クは息苦しく顔に跡が残る

し、使い捨ての個人防護具は

熱くて汗も出ます。夏は暑さ

で、保冷剤を背負うこともあり

ました。 

フェイスシールドは曇って、

採血や点滴の時に視界が見

えづらくなります。 

発熱外来対応時の装備 

令和４年１月末時点 


